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SPIRITS開始

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
2012.1 学術研究支援室（KURA）設置

2013.1 部局URA室設置
2016.4 学術研究支援室一元化

2013. 研究大学強化促進事業採択

2013年度 SPIRITS学際型・国際型スタート

2018年度 SPIRITS産学官共創型スタート

2019年度 SPIRITS「人社未来形発信」重点支援スタート

2020

SPIRITSとURAの役割の変遷 SPIRITSとは？
研究大学強化促進事業の一環として、国際化の推進、未踏領域・未科学への挑戦、
イノベーションの創出を加速させるため、学際・国際・人際融合事業「知の越境」融
合チーム研究プログラム（SPIRITS : Supporting Program for Interaction-
based Initiative Team Studies）を実施。

・3つの区分で募集が行われる 国際型・学際型・産官学共創型
・2019年度より「人文知の未来形発信」重点領域の応募枠を設置

2013年度〜 制度設計・プログラム運営

2013年度〜 申請支援（情報提供、チーム形成支援）、伴走支援（プロジェクトの推進の支援）

申請書のブラッシュアップは行わないことを明記、公募要領に「URAによる
支援について」を明記し、採択後に全プロジェクトに窓口URAを配置

プログラム

運営

支援

2017. 指定国立大学法人指定 2018. 10人社未来形発信ユニット発足
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2013年度〜 2018年度 URAがプロジェクトコーディネーターとしてチームメンバーに加わることが可能（２０１３は必須）

2016年度〜2018年度プロジェクトコーディネーターを置かなかった
プロジェクトに窓口URAを配置

2019年度〜

URAの役割に関する
試行錯誤



SPIRITS:人社系研究を含む学際型の事例
プロジェクトが設定したキーワード

平成25年度
2013

宇宙における人類の総合的研究 宇宙、歴史、宗教、倫理、政策

京大宇宙地球科学の黎明期の研究 科学史、研究者系譜、アウトリーチ、国際貢献、
社会貢献

統合創造学の創成−市民とともに京都からの発信 統合創造学（生物学、複雑系科学、医学、社
会学、経済学、看護学、生態学、哲学などの
統合）、自己・非自己循環原理、複雑システム

平成26年度
2014

京都大学を拠点とする領域横断型の生命倫理の研究・教育体制の構築 生命倫理学、終末期医療、研究公正、ゲノム
編集、臨床倫理

人類未踏の超高齢社会をデザインする 医療介護システム、公共政策、地域経済、ま
ちづくり、多源的大規模データベース

「比良おろし」の突風被害予報システムを核とした風害適応型レジリエント・
コミュニティー構築

研究成果の社会実装、文理融合、レジリエン
ト・コミュニティー

平成27年度
2015

主体性のあるサービスデザイン：嚥下食を実現する サービスデザイン、相互主観性、デザイン学、
主体化、人間脱中心設計

平成28年度
2016

将来の宇宙開発に関する道徳的・社会的諸問題の総合的研究 宇宙探査、宇宙開発、宇宙利用、宇宙倫理、
ＥＬＳＩ（科学技術の倫理的・法的・社会的含
意）

平成29年度
2017

京都の社寺の記録から描く天変地異と人々の対応 地震、オーロラ、太陽、歴史、史料

令和2年度
2020

データ駆動型科学が解き明かす古代インド文献の時空間的特徴 中国哲学、印度哲学および仏教学関連、デー
タベース関連

人社系研究分野 学際系研究分野 自然科学系研究分野 社会貢献的取り組み 5



SPIRITS:人社系の産官学共創型と「人文知の未来形発信」重点領域の事例

産官学共創型
スタート

⼈社重点⽀援
スタート

人社系研究分野 学際系研究分野 自然科学系研究分野 社会貢献的取り組み 産業関連
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代表者、プロジェクトが設定した
キーワード

平成30年度
2018

（産官学共創型） 東映京都撮影所資料を基盤とした日本映画史研究の国
際的拠点形成

人間・環境学研究科・木下 千花

アーカイヴ、映画メディア産業、映画史、教育

アウトリーチ

令和元年度
2019

（人社重点支援・国際型） 人文知的「二重の越境」による産業ダイナミクス
研究—アジア産業論発信と新領域確立

経済学研究科・黒澤 隆文

経営学、東アジア、産業

（人社重点支援・国際型） 冷戦期東アジアにおける学知の広報外交—国
際共同研究と複数言語出版

人間・環境学研究科・土屋 由香

地域研究、科学技術、メディア・ジャーナリズム

（人社重点支援・国際型） イスラーム経済知を活用したポスト資本主義社
会創出のための国際研究ネットワーク構築

アジア・アフリカ地域研究研究科・長岡 慎介

地域研究、イスラーム経済

令和2年度
2020

（人社重点支援・学際型） データ駆動型科学が解き明かす古代インド文献
の時空間的特徴

白眉センター／人文科学研究所・天野 恭子

中国哲学、印度哲学および仏教学関連、デー

タベース関連

（人社重点支援・産官学共創型） アジア的人間観から見たサイバー空間
における民主主義

公共政策連携研究部・坂出 健

政治経済学、哲学、倫理、サイバーデモクラ

シー

（人社重点支援・産官学共創型） SNS相談事業の社会実装と臨床的効果
実証

こころの未来研究センター・畑中 千紘

臨床心理学、SNS

（人社重点支援・国際型） デジタル化の中での「法」の役割 法学研究科・島田 裕子

社会法学、IoT、AI、プラットフォーム経済

（人社重点支援・国際型） 教育ビッグデータとAI技術を用いた内省的読解
力の向上

学術情報メディアセンター・Rwitajit Majumdar

人文社会情報学、ラーニングアナリティクス、

教育ビッグデータ



SPIRITSから見る人社系を含む学際研究の傾向

全体の学際採択例に占める
人社系関連課題の割合

全体の産連採択例に占める
人社系関連課題の割合

もともと学際的な学問領域

社会貢献、社会実装、アウトリーチ

ELSI、高齢化社会

データベース、アーカイブ、デジタルヒューマニティーズ

公共政策や経済といった社会科学は言うに及ばず、
人文系に関しては倫理学に限らず結構史学、哲学も

防災・・・京大の特徴？

宇宙関連・・・京大SPIRITSの特徴？

42件中 10件

24％

7件中 3件

43％

傾向

⼈社系を含ま
ない
76%

⼈社系を含む
24%

⼈社系を含ま
ない
57%

⼈社系を含む
43%
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SPIRITS学際型
京都⼤学を拠点とする領域横断型の
⽣命倫理の研究・教育体制の構築

平成26年度
2014

平成27年度
2015

国際⾼等研究所研究プロジェクト
（国際⾼等研究所）

平成28年度
2016

平成29年度
2017

平成30年度
2018

令和元年度
2019

領域横断型の⽣命倫理プラット
フォームの形成に向けて

科研費・国際共同研究加速基⾦
国際共同研究強化（B）

京都⼤学国際
シンポジウム
超⾼齢社会の医療、
終末期医療、
および研究公正

ブリストル大学

東アジアにおける終末期医療の倫理的・
法的問題に関する国際共同研究

SPIRITS国際型
「⾃⼰」を巡る国際共同研究
・規範チーム「⽣命倫理学」
リーダー児⽟聡

代表：出⼝康夫

生命倫理学
⽣病⽼死の問題
古今東⻄、⽂理の知恵

医学研究科

文学研究科

医学部附属病院

iPS細胞研究所

人間・環境学研究科

こころの未来研究センター

モナシュ大学

国立シンガポール大学

法学研究科 立命館大学

農学研究科

臨床倫理教育セミナー

科研費・基盤研究（C）
価値共有の認知による信頼関係に基づく
⼈由来検体・情報のガバナンス体制の構築

台湾⼤学、延世⼤学

カリフォルニア⼤学
サンディエゴ校

日本の生命倫理学は
欧米の後塵を拝している。
研究・実践通じて現場に架橋
次世代の人を育てるべし。
→プラットフォーム必要

代表：児玉聡

伴走支援例
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研究者紹介（チーム形成時など）
SPIRITSプログラムの趣旨説明
情報提供

定例会の開催・参加→ニーズの把握
ホームページ作成支援（Web虎の巻の紹介、構成整理、業者の紹介など）
広報支援（情報提供、プレスリリース作成支援、メディアへの紹介）
イベント運営に関する情報提供（スキーム、会場、業者の紹介など）
並行・派生事業の外部資金獲得支援
並行・派生事業に関する研究者紹介
KURAの他事業への紹介、連携（国際、産連、企画、広報、他地区URA）
進捗状況のヒアリング

成果物作成支援（報告書冊子の作成など）
事業報告書作成支援

研究者紹介（チーム形成時など）
次期外部資金獲得支援
京大オリジナルの紹介

伴走支援で果たす役割

申請時

支援中

終了時

終了後
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学際研究のメリット、URAに求められていること

08 巻頭特集  /  Intro Feature

山内裕准教授 佐藤恵子特任准教授

多くの SPIRITSプロジェクトで、様々な分野の研究者が
協働しています。「平成 29年度採択プロジェクト成果報
告会」では、学際研究に関するパネルディスカッション
を開催。過去に文理融合プロジェクトを進めたお二人に、
ファシリテーターの稲石奈津子リサーチ・アドミニスト
レーター（URA）が、学際研究を進める上でのポイントや、
プロジェクト・マネジャーに求められる資質などについ
て聞きました。

パネルディスカッション

「学際フロンティア SPIRITS」

       稲石奈津子 URA

パネルディスカッションのタイトル「学際フロンティア
SPIRITS」には、「開拓精神（Frontier Spirits）」をもっ
て学際研究に挑んでもらいたいとの意図があります。今
日は「文系と理系の研究者はどのように学際研究できる
のか」という観点で、二人の先生に登壇をお願いしまし
た。平成 27年度採択プロジェクトの山内裕先生と、平
成 26年度の佐藤恵子先生です。まず、自己紹介と
SPIRITSプロジェクトの概要、プロジェクト完了後に研
究やチームがどう発展したのかをお聞かせください。

       山内裕准教授

経営管理大学院の山内です。SPIRITSプロジェクトは「主
体性のあるサービスデザイン：嚥下食を実現する」でし
た。これは、2013年から始まったリーディング大学院
「デザインスクール」の先生方と議論する中で、「デザイ
ン」に関するものをやろうという話から始まりました。
嚥下食は、作る人も提供する人も、また食べる人も誰も
が責任を取りたがらないので、結局「一番安全なもの」
ということから、ドロドロしたものが作られているのが
現状です。でも、本当はそうじゃないはずだということ
で、デザインの観点から嚥下食を作ってみようと。

プロジェクトの立ち上げには、工学研究科で医療工学を
されている富田直秀先生と附属病院の情報システムを
担当する情報学研究科の黒田知宏先生のほか、デザイン
スクールでご一緒した京都市立芸術大学の辰巳明久先
生、嚥下食を実際に販売するスタートアップを目指して
いた経営管理大学院の卒業生を巻き込みました。プロ
ジェクトの成果としては、嚥下食は商品化できたものの
多くの難しさに直面し、スタートアップは当初の想定通
りには成功していません。しかし、このプロジェクトを
通して、自分としては非常に良かったと思う点が五つほ

どあります。

一つ目は、プロジェクトを通じた議論から、デザインに
ついての教科書『組織・コミュニティデザイン』を出せ
たほか、デザインスクールのカリキュラムにも成果を反
映できたことです。「組織・コミュニティデザイン論」
という科目は大学院の共通科目となり、独自のデザイン
理論を議論しています。

二つ目は、プロジェクトでやってきたことを学術的な成
果にできたことです。私の専門は経営学の組織を研究す
る「 組 織 論 」 で、 こ の 領 域 の 一 流 ジ ャ ー ナ ル
『Organization Studies』に採択されたり、サービス・
サイエンスのコミュニティで中心となるハンドブック
『Handbook of Service Science』にサービス・デザイ
ンの理論が掲載されたりしました。

三つ目は国際ネットワークの構築で、そこで出会った人
たちと共同研究も始めています。四番目が国際ネット
ワークの構築によって実現した、フランスでの成果で
す。以前から、レストランでのサービス提供者とお客の
インタラクションをビデオに撮って分析しています。日
本だと、お寿司屋さんでお客がどう親方にお寿司を注文
するのか、というやり取りですね。この国内での成果を
踏まえて、サービスにおいて世界標準ともいえるフラン
スのレストランでもデータを収集し、分析しています。
フランスのレストランで撮影するのはなかなか難しい
のですが、構築した国際ネットワークのおかげで実現で
きました。

五つ目は、SPIRITSの活動を通して構築した国際ネット
ワークをもとに、自分の組織論におけるヨーロッパの大
きな学会組織を動かし、今年 12月に京都大学で初めて
ワークショップを開くことです。これは自分の研究成果

09巻頭特集  /  Intro Feature

だけではなく、国内の研究者コミュニティを支援するた
めでもあります。特に、博士課程の学生や、学位を取っ
てこれからキャリアを構築しようとする研究者が、国際
的な場で論文を発表できるように支援する貴重な機会
となるはずです。

       佐藤恵子特任准教授

医学部附属病院の医療安全管理部にいる佐藤です。本来
であれば研究代表者の児玉聡先生（文学研究科）がここ
にいるべきですが、サバティカルでオックスフォードに
いらっしゃるので、代わりに私が参りました。

私たちは生命倫理の研究・教育に携わっていますが、日
本の生命倫理学は欧米の後塵を拝しています。日本の生
命倫理学研究者は「絶滅危惧種」に近いため、研究成果
を実践できるように現場への道筋を作って実装するだ
けではなく、次世代の育成も課題です。そこで、児玉先
生と私、そして iPS細胞研究所の鈴木美香さんの 3人
で集まり、「心の油田」に火を付けて、プラットフォー
ムが絶対に必要だと考えて始めた SPIRITSプロジェクト
が、「京都大学を拠点とする領域横断型の生命利倫理の
研究・教育体制の構築」です。

プロジェクト名に「領域横断型」と入れたのは、生命倫
理学は人間の「生、病、老、死」を扱うため、医学領域
だけではどうにもできないからです。やはり哲学や倫理
学、宗教学、心理学、人類学といった幅広い領域からの
インプットが不可欠です。また、文化が違っても共通す
る部分も多いので、他国と比較したり議論したりするこ
とも有益と考え、国外の他大学と一緒に協働しようと研
究を始めました。

SPIRITS終了後も活動を続け、国際セミナーや国際シン
ポジウムを開きました。特に今、大きなテーマとしてい
るのが、認知症を始めとする高齢者の問題や、終末期の
延命治療をどうするかといった、どこの病院でも直面し
ている問題です。例えば、臨終期の患者さんに呼吸器な
どの生命維持装置が付けけられますが、本人の利益に
なっていないので中止するのがよいと現場が思っても、
できなくて困っているという現実があります。このよう
な問題に対応するには、「技術をどこまで人間に使うの
か」という思想が必須です。そこで、ガイダンスを作っ
たり、医療者自身が考える技能を身につけるための臨床
倫理教育セミナーを開いたりしています。

その他、人社未来形発信ユニット長の出口康夫先生が代
表を務める科研費の国際比較研究で生命倫理の部分を担
当するほか、同じく科研費で国際共同研究加速基金（国
際共同研究強化（B））を去年からいただいて、東アジア
における終末期医療の倫理的・法的問題に関する国際共
同研究を、台湾と韓国の研究者と一緒に進めています。
欧州では、特に英国のブリストル大学と交流を続けてい
ます。3年前には、英国で昔から生命倫理研究を手がけ
る有名なシンクタンク「Nuffield Council on Bioethics」
を訪問しました。お話を伺い、これこそが絶対に京大に

必要だと、また「心の油田」に火を付け、類似のセンター
を設立しようと鼻息荒く活動しています。

       稲石

次に、SPIRITSプロジェクトで、別の分野の方々と一緒
に研究する学際研究で難しかったところを教えてくだ
さい。

       山内

このプロジェクトでは、工学や情報学、デザイン分野の
ほか、協力者として医師などが入っており、学問分野と
してかなり距離がありました。そのため、実際に嚥下食
を作るという活動に関しては、なかなか難しいことが分
かりました。みなさん、それぞれご自分の領域で成果を
出さないといけないので、時間が足りず難しいと。学際
研究ということで、工学や情報学などが入ると、見栄え
は良いのですが、実際にやるとなるとかなり難しい。

その中で、成果を社会に発信していくなり、あるいは社
会に還元するといった部分においては、このような学際
的な取り組みが大きな成果となります。特に、我々は現
在産業界でも注目を集めているデザインの領域におい
て、デザインの方法論という形に落とし込み発信したこ
とは良かったと思っています。我々は英文トップジャー
ナルに論文を載せることで評価されるので、その部分に
関してはなかなか難しいところがあります。研究者とし
てはジャーナル論文が最も重要ですが、このような活動
がないと社会における自分の研究の意味をうまく語れ
なくなります。この活動のためには、自分の領域の中だ
けではなく、学際的に協業していくことが効果的だと思
います。

       佐藤

私たちは元々よく知ったメンバーで研究を進めたので、
山内先生のような苦労はありませんでした。でも、成果
を実装する点が難しいですね。例えば病院でガイダンス
を作っても、それを活かそうとすると、京大病院のよう
な大きな組織だとなかなか難しい。かといって、報告書
の形でウェブサイトに載せるのは簡単ですが、それだけ
では役に立ちません。現場で使えるようにするまでには
溝があって、それをどう埋めようかというのは悩みどこ
ろですね。

FROM

SPIRITS「人文知の未来形発信」重点領域関連セッション
パネルディスカッション「学際フロンティアSPIRITS」

http://research.kyoto-u.ac.jp/service/topic/spirits/2017-2018_report/ 学際研究は社会的波及効果のあるものが多い

成果を社会に発信していくなり、あるいは社会に還元
するといった部分においては、このような学際的な取
り組みが大きな成果となる

情報の発信の仕方、市民とのコミュニケーションの取り方
これに関する学内の専門家の紹介

プロジェクトから派生したものが数多くある
今まで自分の研究だけやっていたが、成果発信や国際
ネットワークなど色々な可能性が広がった

学際研究の評価の難しさ

接点のない分野の研究者を繋ぐ機能が欲しい

プロジェクトからの派生が多く、以降の活動の可能性
が広がる

URAに求められること

メリット
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２. 学内ユニット

３．今後に向けて

１．SPIRITS
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ユニットとライトユニット

FROM
京都大学 学際融合教育研究推進センターWEBサイト
http://www.cpier.kyoto-u.ac.jp/project/unitsystem/

ユニット制度

専門の枠を超えた研究教育活動
を推進

About

本学における専門の枠を超えた
研究教育活動を推進するため、

学際的なメンバーからなる研究教
育グループを”ユニット”と称し、学
際センターはその設置承認と制
度的補助をしています。

「ユニット」は公式の学内組織とし

て、「ライトユニット」はより柔軟な
研究会的なグループとして活動し
ており、学際センターが伴走のス
タンスでともに活動しています。

System

・ユニット
様々な分野の本学教職員から構成される学際的なテーマを持った研
究または教育グループ。ユニットメンバーは学内兼任という立場。京都
大学の正式な組織として認定され、他大学や企業、海外の組織との正
式な契約の締結が可能。ユニットの事務機能はそのユニットメンバーの
所属部局が担う。
ユニット設置には、申請書提出の後、学際センター運営委員会の審
議が必要。財源の有無は問わず、学際的な研究テーマ、構成員であ
り、本学の学問の豊かな土壌づくりに貢献するかどうかが審査基準。更
新あり。２年に一度の中間審査はあるが、センターへの活動報告義務
などはなし。現在３８ユニットが自由に活動している（2020/4/1現在）。
なお、これまでに１１ユニットが廃止しており、新陳代謝のある柔軟な制
度設計が特徴の一つ。

・ライトユイット
ユニット同様、様々な分野の本学教職員から構成される学際的なテー
マを持った研究または教育グループであるが、京都大学の正式組織
ではなく、学際センターがライトユニットの呼称を付与した研究会のよう
な位置づけ。ユニット長は有期雇用教職員でも可で、ユニット設置申請
も極めて簡素。メンバーも積極的に他大学や他組織から構成され、研
究会といった体。

12



ユニット：人社系研究を含む学内ユニットの事例

ユニットが設定した分野 関連部局

Unit 心の先端研究ユニット ［心理学×教育学×医学×情報
学×霊長類学］

文学研究科、教育学研究科、医学研究科、人間・環境学研究科、情報学研究

科、霊長類研究所、防災研究所、学生総合支援センター、国際高等教育院、こ
ころの未来研究センター、野生動物研究センター

地域連携教育研究推進ユニット ［地域研究×教育学×工学］ 工学研究科、経済研究所、経営管理大学院、教育学研究科

統合複雑系科学国際研究ユ
ニット

［経済学×理学×工学×医学］ 経済研究所、経済学研究科、基礎物理学研究所、理学研究科、数理解析研究

所、生態学研究センター、医学研究科、工学研究科、情報学研究科、化学研
究所、総合博物館

レジリエンス実践ユニット ［工学×防災×経済学×政治学］ 工学研究科、人間環境学研究科、防災研究所

超高齢社会デザイン価値創造
ユニット

［情報学×医学×工学×経済学］ 医学研究科、情報学研究科、工学研究科、経済学研究科、法学研究科、経済

研究所先端政策分析研究センター、こころの未来研究センター

高度情報教育基盤ユニット ［情報学×医学×教育学］ 情報学研究科、医学研究科、経営管理大学院、学術情報メディアセンター、情

報環境機構、高等教育研究開発推進機構

福島復興支援研究連携推進ユ
ニット

［あらゆる分野］ 教育学研究科、理学研究科、医学研究科、工学研究科、情報学研究科、総合

生存学館、地球環境学堂、生存圏研究所、防災研究所、複合原子力科学研究
所、環境安全保健機構

社会科学統合研究教育ユニット ［経済学×情報学×地域研究×
医学］

経済研究所、医学研究科、文学研究科、法学研究科、東南アジア地域研究研

究所、教育学研究科、経済学研究科、人文科学研究所、人間・環境学研究科、
こころの未来研究センター、情報学研究科、学際融合教育研究推進センター

熱帯林保全と社会的持続性研
究推進ユニット

［環境学×農学×地域研究×文
学］

農学研究科、東南アジア地域研究研究所、生態学研究センター、アジア・アフリ

カ地域研究研究科、人間・環境学研究科、生存圏研究所、地球環境学堂、
フィールド科学教育研究センター、文学研究科、アフリカ地域研究資料セン
ター、霊長類研究所

人社系研究分野・部局 学際系研究分野・部局 自然科学系研究分野・部局
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ユニットが設定した分野 関連部局

Unit 活力ある生涯のためのLast5Xイ
ノベーションユニット

［あらゆる分野］ 工学研究科、医学研究科、理学研究科、薬学研究科、情報学研究科、経済学

研究科、再生医科学研究所、生存圏研究所、化学研究所、防災研究所、医学
部附属病院、医学研究科附属ゲノム医学センター、環境安全保健機構、学際
融合教育研究推進センター先端医工学研究ユニット、物質-細胞統合システム
拠点、学術情報メディアセンター

水・エネルギー・災害教育研究
ユネスコチェアユニット

［防災×工学×農学×エネル
ギー科学］

大学院総合生存学館、防災研究所、農学研究科、工学研究科、理学研究科、

情報学研究科、エネルギー理工学研究所、エネルギー科学研究科、アフリカ地
域研究資料センター、生態学研究センター、東南アジア地域研究研究所、アジ
ア・アフリカ地域研究研究科、経済学研究科、教育学研究科、地球環境学堂、
医学研究科、経営管理大学院、経済学研究所、霊長類研究所、生存圏研究所
究所

森里海連環学教育研究ユニット ［生態学×情報学×社会科学］ フィールド科学教育研究センター、⼈間・環境学研究科、こころの未来研究セン

ター

政策のための科学ユニット ［社会科学×生態学×経済学×
理学］

医学研究科、経済学研究科、工学研究科、人間・環境学研究科、農学研究科、

経営管理大学院、高等教育研究開発推進機構、情報環境機構、学際融合教
育研究推進センター、こころの未来研究センター、白眉センター、物質－細胞
統合拠点

人社未来形発信ユニット ［文学×経済学×地域研究］ 文学研究科、教育学研究科、経済学研究科、人間・環境学研究科、経営管理

研究部、人文科学研究所、経済研究所、東南アジア地域研究研究所、こころの
未来研究センター

人工知能研究ユニット ［情報学×教育学×理学］ 情報学研究科，教育学研究科，薬学研究科，iPS細胞研究所

ヒマラヤ研究ユニット ［あらゆる分野］ 霊長類研究所、野生動物研究センター、東南アジア研究所、こころの未来研究

センター、経済研究所、防災研究所、教育学研究科、アジア・アフリカ地域研究
研究科、 地球環境学堂、工学研究科、理学研究科、農学研究科、医学研究科
〈調整中〉

人社系研究分野・部局 学際系研究分野・部局 自然科学系研究分野・部局
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ユニットが設定した分野 関連部局

Unit スーパーグローバルコース人文
社会科学系ユニット

［経済学×文学×農学］ 経済学研究科、文学研究科、農学研究科

グローバルヘルス学際融合ユ
ニット

［医学×農学×地域研究×地球
環境学］

医学研究科、情報学研究科、工学研究科、東南アジア研究所、地球環境学堂、

アジア・アフリカ地域研究研究科、文学研究科

アジア環太平洋研究ユニット ［地域研究×医学×経済学×文
学］

東南アジア地域研究研究所、経済研究所、人文科学研究所、大学院総合生存

学館、大学院法学研究科、大学院経済学研究科、大学院医学研究科、霊長類
研究所、国際高等教育院

アフリカ学際研究拠点推進ユ
ニット

［地域研究×文学×理学×医学
×工学］

文学研究科、理学研究科、工学研究科、人間・環境学研究科、アジア・アフリカ

地域研究科、地球環境学堂、霊長類研究所、野生動物研究センター、アフリカ
地域研究資料センター

アカデミックデータ・イノベーショ
ン ユニット

［情報学×文学］ 文学研究科，理学研究科，医学研究科，情報学研究科，生存圏研究所，防災

研究所，東南アジア地域研究研究所，学術情報メディアセンター，高等教育研
究開発推進センター，総合博物館，大学文書館，京都大学研究連携基盤，情
報環境機構，図書館機構，学術研究支援室

アジア研究教育ユニット ［文学×経済学×農学×教育学］ 文学部・文学研究科、経済学部・経済学研究科、経営管理大学院、アジア・ア

フリカ地域研究研究科、教育学部・教育学研究科、農学部・農学研究科、東南
アジア研究所、人文科学研究所、国際高等教育院

スマートエネルギーマネジメント
研究ユニット

［工学×エネルギー科学×情報
学×経済学］

工学研究科、エネルギー科学研究科、エネルギー理工学研究所、経済学研究

科、情報学研究科、学術情報メディアセンター

宇宙総合学研究ユニット ［工学×地球環境学×理学×農
学×文学］

文学研究科、理学研究科、工学研究科、人間・環境学研究科、エネルギー科

学研究科、アジア・アフリカ地域研究研究科、総合生存学館、生存圏研究所、
防災研究所、基礎物理学研究所、総合博物館、こころの未来研究センター、白
眉センター、学際融合教育研究推進センター、国際高等教育院

人社系研究分野・部局 学際系研究分野・部局 自然科学系研究分野・部局
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ユニットが設定した分野 関連部局

Unit 次世代研究創成ユニット ［あらゆる分野］ 白眉センター、学術研究支援室、研究推進部

Future Earth 研究推進ユニット ［地域研究×生態学×地球環境
学×工学］

東南アジア研究所、生態学研究センター、地球環境学堂、情報学研究科、農

学研究科、工学研究科、アジア・アフリカ地域研究研究科 、フィールド科学教
育研究センタ一 、地域研究統合情報センタ一、こころの未来研究センター、防
災研究所、生存圏研究所

インフラシステムマネジメント
研究拠点ユニット

［工学×防災×経営管理］ 工学研究科、防災研究所、経営管理研究部

Light 

Unit

リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ ライトユ

ニット

［医学×社会医学×社会科学］ 池田裕美枝（医学部附属病院産婦人科、医局員、非常勤医）

サイバー・デモクラシー・ライトユニット ［情報学×哲学×政治学］ 坂出 健（公共政策大学院・経済学研究科、准教授）

研究者越境マインド研究ライトユニット ［あらゆる分野］ 井出和希（iPS細胞研究所 上廣倫理研究部門・特定助教）

調和ある地球社会研究ライトユニット ［あらゆる分野］ 浅利美鈴（地球環境学堂・准教授）

芸術と科学リエゾンライトユニット ［情報学×文学×工学］ 湊 丈俊（産官学連携本部、特定准教授）

学研究成果の受け取られ方を考えるライ

トユニット

［あらゆる分野］ 設楽成実（東南アジア地域研究研究所、助教）

学問と社会をつなぐコミュニケーション探

究ライトユニット

［社会科学×理学×文学］ 清水智樹（総務部広報課国際広報室、特定職員）

京大らしさ研究ライトユニット ［環境学×工学×文学］ 酒井 敏（人間・環境学研究科、教授）

《究極の選択》研究ライトユニット ［あらゆる分野］ 大庭弘継（文学研究科・研究員）

人社系研究分野・部局 学際系研究分野・部局 自然科学系研究分野・部局

16



学内ユニットから見る人社系を含む研究ユニットの傾向

心理学、教育学

経済学、経営管理

地域研究

高齢化社会

防災、環境問題

SDGs、フューチャーアース

人工知能（AI）

データサイエンス

全体のユニットに占める
人社系関連ユニットの割合

全体のライト・ユニットに占める
人社系関連課題の割合

38件中 27件

71％

10件中 9件

90％

COE、リーディング大学院、SGU、COI、世界展開力等の部局横断型申請、活動を契機にユニット化されることが多い
SPIRITSを契機としたものもある
京大はもともと学際的分野の部局が多い
人文学よりも社会科学系のものが多い、また地域研究系が多い
ライトユニットは他大学のメンバー、研究者以外のメンバーも多く、研究の成果発信、インフラを考えるようなテーマが多い？

傾向
⼈社系を含
まない
29%

⼈社系を含
む
71%

⼈社系を含まない
10%

⼈社系を含む
90%
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２. 学内ユニット

３．今後に向けて

１．SPIRITS
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（科学技術と社会の調和に向けた自然科学との連携・協働とその課題）

これまでも自然科学との連携・協働は複数の場において進められているが、そうした実践の
場面においては、経験的にいくつかの困難が見出されている。

例えば、連携や協働という本来手段であるはずの事柄それ自体が目的化してしまうことや、
連携・協働の組み合わせにより比較的解決しやすい問題に傾いて本来意図する研究のス
ケール感が失われることがあること、また、実際に問題が生じる場となる自然科学による問題
設定が主導する形となって人文学・社会科学の研究者が自身の専門性との関連においてイ
ンセンティブを持ちにくいこと、などが挙げられる。

そもそも本来の目的や
解決すべき課題は何か？

FROM

科学技術・学術審議会 学術分科会
人文・社会科学振興の在り方に関するワーキンググループ
「人文学・社会科学が先導する未来社会の共創に向けて」（審議
のまとめ）（平成30年12月14日）
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学際・文理融合に限らず幅を広げて考えてみる
（学術的成果のみに留まらないあり方）

産官学連携、地域連携、社会連携

共創研究

現在や未来の社会的課題や
追求すべきテーマは何か

それに応じることのできる人社系研究は何か
探究・提示

（学際研究であること自体は目的ではない）

次にチーム形成や
研究環境、

プラットフォーム作りを考える

Phase1

Phase2

Phase3
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手段的な「役に立つ」ということの中からは、歴史の転換期に新しい社会の目的や価値の軸を
創造することはけっして出てきません。

「役に立つ」ということには二種類あって、既に与えられている目的に対して手段として役に立
つだけがすべてではありません。こういう目的遂行的、あるいは手段的な有用性とは別に、価
値を創造することで役に立つという次元があります。

手段的な有用性ということだけでは、与えられた目的が変わってしまえば、あるいは価値の軸
が変わってしまったら、とたんに役に立たなくなるわけです。歴史の30年、50年、100年という
長いスパンで考えてみれば、社会の目的や価値の軸というものは必ずドラスティックに転換し
ていきます。

工学系が目的に対する手段の学であるとするならば、
文系はむしろ価値そのものの学である

（目的遂行的＝手段的な有用性と価値創造的な有用性）

FROM
「大学はもう死んでいる？トップユニバーシティーからの問題提起」
（2020年・集英社） 吉見俊哉先生の発言
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COVID-19により潜在的にあった
様々な社会的課題が浮上
それに合わせて人社系研究も

先鋭化し、
社会的需要や要請が
増しているのでは？

FROM
京都大学人社未来形発信ユニット コロナパンデミック関連オンライン公開講座
https://ukihss.cpier.kyoto-u.ac.jp/1669/
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提案する人文・社会科学
©京都大学人社未来形発信ユニット

新たな価値の創出と共創に向けて
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